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平成13年�

新庁舎で10月15日（月）より業務開始�

　現在、中央公民館にある教育委員会、第２庁舎の産業振興部、農業委員�
会、管財課など、水道課以外はすべて新庁舎に集結。役場は10月13日（土）、�
14日（日）で新庁舎に移転し、15日（月）から平常業務を行います。記念式典は10�
月25日（木）。一般見学会は10月29日（月）～31日（水）に行います。�

¡
町制
施行30周年¡
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平
成
十
一
年
九
月
に
着
工
い
た
し
ま
し
た
新
庁
舎
が
完

成
し
、
十
月
十
五
日
よ
り
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。�

　
庁
舎
は
四
階
建
て
で
一
階
に
は
町
民
生
活
に
密
接
な
福

祉
部
、
産
業
振
興
部
、
税
務
課
、
農
業
委
員
会
な
ど
を
配

置
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
対
し
親
し
み
の
あ
る
環
境
づ

く
り
と
よ
り
一
層
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
し
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

1Ｆ�

3Ｆ�

１階～４階　　　ご案内�各　階�
平面図�

正面玄関ホール�

総合案内所�

男子化粧室�

女子化粧室�

身障者化粧室�

エレベーター�

現金自動受払機�

EV�

ATM

総務部�

福祉部�

自
販
機
コ
ー
ナ
ー�

産業振興部�

教育委員会�

建設部�

�  

十
月
一
日
か
ら
一
部
機
構
を
改
革
し�

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
制
を
導
入
し
ま
す�

　
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
十
月
一
日
付
で
一
部
機
構
の
改

革
を
行
い
新
庁
舎
へ
移
転
す
る
十
月
十
五
日
よ
り
新
体
制
を
導
入
し
ま
す
。�

　
主
な
も
の
は
上
下
水
道
部
の
う
ち
下
水
道
課
を
建
設
部
に
包
括
し
、
上

下
水
道
部
は
廃
止
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）
に
つ

い
て
は
副
水
道
事
業
管
理
者
を
置
き
、
水
道
課
と
い
た
し
ま
す
。�

　
福
祉
部
に
つ
い
て
は
、
町
民
福
祉
課
と
生
活
環
境
課
を
一
部
再
編
し
福

祉
課
と
町
民
課
に
改
め
、
合
併
浄
化
槽
処
理
に
関
す
る
事
項
は
下
水
道
課
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尚
、
新
庁
舎
の
見
学
会
を
十
月
二
十
九
日
〜
三
十
一
日

の
三
日
間
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
又
、
一
階
会
議
室
の
一
般
開
放
に
つ
い
て
は
後
日
詳

細
を
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

　
旧
庁
舎
等
の
解
体
作
業
は
十
一
月
中
旬
〜
一
月
末
の
予

定
で
行
い
、
外
構
工
事
は
一
期
十
一
月
上
旬
ま
で
、
二
期

は
平
成
十
四
年
四
月
〜
十
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。�

��

議
　
場�

総務部�

福祉部�

産
業
振
興
部�

総
務
部�みどり環境課� 管財課�

土地開発�
公社�

へ
移
行
し
ま
す
。
ま
た
、
産
業
振
興
部
に
新
た
に
み
ど
り
環
境
課
を
新
設

し
、
環
境
公
園
に
関
す
る
事
項
と
林
務
な
ど
み
ど
り
対
策
に
関
す
る
事
項

を
一
括
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
従
来
は
「
係
」
制
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
係
の
垣

根
を
取
り
払
い
組
織
の
基
本
単
位
を
係
か
ら
課
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機

動
的
な
職
員
配
置
と
流
動
的
な
組
織
体
制
が
で
き
る
と
共
に
業
務
の
平
準

化
や
均
衡
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
制
を
導
入
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
こ
と
に
よ
り
「
係
長
」
の
職
名
は
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
「
主
査
」

に
統
一
し
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
課
長
補
佐
は
「
主
幹
」
に
統
一
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。�

　
当
分
の
間
、
町
民
の
方
々

に
は
と
ま
ど
い
を
感
じ
る
部

分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
尚
、
組
織
図
等
は
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

給湯室�
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九
月
十
五
日
、
十
六
日
の
二
日
間
、
町
の
一
大
行
事
第
三
十
二
回
別
海
町
産
業
祭
が
、
農
村

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
は
乳
製
品
や
水
産
物
、
野
菜
の
即
売
、
福
祉
施
設
の
手
芸
、
木
工
品
な
ど
の
バ
ザ
ー

も
人
気
を
集
め
た
ほ
か
、
町
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
の
牛
の
丸
焼
き
即
売
や
チ
ャ
ン
チ

ャ
ン
焼
き
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
、
そ
ば
の
試
食
、
ま
た
、
べ
つ
か
い
牛
乳
が
無
料
で
配
布

さ
れ
る
な
ど
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
十
五
日
は
晴
天
の
な
か
、
郷
土
芸
能
太
鼓
や
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
音
楽
隊
演
奏
会
、
子
供

た
ち
に
よ
る
「
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ア
ウ
ト
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
十
六
日
は
、
曇
り
空
の
な
か
家
族
づ
れ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
子
ど
も
に
人
気
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
乗
馬
体
験
な
ど
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
恒
例

の
、
四
人
一
組
で
ト
ロ
ッ
タ
レ

ー
ス
用
の
馬
車
を
引
く
「
人
間

け
い
が
レ
ー
ス
」
に
は
、
力
走

す
る
選
手
に
場
内
か
ら
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
二
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
馬
事
競
技

大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢

の
馬
事
フ
ァ
ン
が
お
し
よ
せ
、

人
馬
一
体
の
迫
力
あ
る
ば
ん
馬

レ
ー
ス
に
熱
狂
す
る
な
ど
、
秋

の
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

町長、「別海賛歌」を熱唱
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牛の丸焼き

ジャンボハンバーグ

消防による救命講習

人間けいがレース
チャンチャン焼き

手打ちそば

陸上自衛隊北部方面音楽隊演奏会
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

10

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、

濱
松
キ
ヨ
さ
ん
（
尾
岱
沼
潮
見
町

６
８
）
が
受
賞
し
、
お
祝
い
に
訪

れ
た
奥
田
助
役
か
ら
長
寿
賞
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

濱
松
さ
ん
は
、
明
治
四
十
四
年

九
月
六
日
生
ま
れ
。

歴
史
を
し
の
ぶ
駅
逓
祭

九
月
二
日
、
第
十
一
回
奥
行
臼

駅
逓
祭
が
同
駅
逓
で
行
わ
れ
ま
し

た
。同

駅
逓
は
明
治
四
十
三
年
十
月

に
開
設
さ
れ
、
開
拓
当
時
の
姿
を

残
す
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
し
て
、

昭
和
五
十
七
年
に
町
指
定
文
化
財

に
指
定
。
平
成
六
年
に
は
道
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和

六
十
年
か
ら
当
時
の
家
財
道
具
や

食
器
な
ど
を
展
示
し
、
資
料
館
と

し
て
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
丸
太
切
り
や
石
臼
ひ

き
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
足

踏
み
式
の
ト
ロ
ッ
コ
の
体
験
試
乗

も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

大
人
気
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
開
拓
の
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。

別
海
高
等
学
校
定
時
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
八
月
十
七
日
か
ら
東

京
都
で
開
か
れ
た
第
二
十
八
回
全

国
高
校
定
時
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
出
場
し
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。

順
当
に
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、

決
勝
の
相
手
は
昨
年
決
勝
で
敗
れ

た
奈
良
県
の
天
理
高
校
。
同
高
と

は
四
年
連
続
決
勝
戦
で
当
た
っ
て

お
り
、
宿
敵
。
二
十
五
対
八
、
二

十
五
対
二
十
二
と
最
後
は
粘
り
を

見
せ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
準

優
勝
で
し
た
。

大
会
に
は
、「
東
京
・
別
海
ふ
る

さ
と
会
」
の
会
員
が
応
援
に
駆
け

つ
け
、
熱
い
応
援
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

別高定時制バレー　　
堂々全国準優勝
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あ
な
た
は
健
康
？

九
月
九
日
、
中
央
公
民
館
で
第

十
二
回
健
幸●

カ
ー
ニ
バ
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
グ
レ
ー
ド
高
い
か
ら
だ
づ
く

り
、
安
心
し
て
年
を
か
さ
ね
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
、
会

場
で
は
、
体
験
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

筋
肉
年
齢
が
わ
か
る
体
力
測
定
、

足
裏
・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
・
血
糖

値
検
査
、
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
来
た
町
民
は
、
自
分
の

健
康
を
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
健

康
な
こ
と
が
一
番
大
切
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き

パ
チ
ン
コ
大
会

九
月
四
日
、「
第
八
回
い
つ
ま
で

も
元
気
で
長
生
き
パ
チ
ン
コ
大
会
」

が
パ
チ
ン
コ
パ
ー
ラ
ー
・
ジ
ョ
イ

フ
ル
（
玉
川
正
吉
代
表
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
に
日

常
体
験
で
き
な
い
パ
チ
ン
コ
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ジ
ョ
イ
フ

ル
さ
ん
の
招
待
に
よ
り
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
が
八
回
目
。

入
所
者
は
慣
れ
な
い
パ
チ
ン
コ

台
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
数
字

や
絵
柄
が
揃
う
と
思
わ
ず
ニ
ッ
コ

リ
。
大
会
が
終
了
す
る
と
参
加
者

全
員
に
商
品
が
手
渡
さ
れ
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完
成

町
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
横
に
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
、
九
月
九

日
、
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

木
造
二
階
建
て
、
総
床
面
積
二

百
二
十
㎡
、
事
業
費
約
三
千
百
万

円
。
ハ
ウ
ス
の
一
階
は
休
憩
室
、

事
務
室
、
小
上
が
り
な
ど
が
あ
り
、

二
階
は
、
休
憩
室
の
ほ
か
に
更
衣

室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
九
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

カ
ッ
プ
全
日
本
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

別
海
町
ラ
ジ
オ
体
操
会
が

「
ス
ミ
セ
イ
健
康
財
団
賞
」

別
海
町
ラ
ジ
オ
体
操
会
（
田
保

秀
治
会
長
）
は
、
地
域
に
根
ざ
し
、

健
康
増
進
と
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
、
財
団

法
人
住
友
生
命
健
康
財
団
の
「
ス

ミ
セ
イ
健
康
財
団
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

同
会
は
、
会
員
五
十
五
名
で
、

十
七
年
間
毎
朝
続
け
ら
れ
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
体
操
で
も
一
役

を
担
っ
て
い
ま
す
。
同
会
は
長
野

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
も

出
場
す
る
予
定
で
す
。



チ� ビ� ッ� コ�

※9月5日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

10月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

10

しょう   や     

佐野　翔也くん�
（達也）�

ひ　な�

泰地　妃奈ちゃん�
（達彦）�

伊藤　太成くん�
（久男）�

たいせい�

れい  な�

滝尾　玲奈ちゃん�
（昌弘）�

まさ  き   

小倉　真生ちゃん�
（光一）�

りゅうせい�

櫻田　隆誠くん�
（一広）�

　　　　　小児神経外来�

10月12日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

10月９日c�

　　　担当医師　札幌医大　新谷　朋子医師�

10月22日b～10月23日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

10月17日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

10月４日e～10月５日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

10月18日e～10月19日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  　  病院職員の募集について�

　町立別海病院では、看護婦（士）及び薬剤�

師を募集しています。�

　受付は随時行っていますので、病院総務係�

までお問い合わせください。�



－１歳６

9 10

れん�

渡辺　　蓮くん�
（勝也）�

あかね�

南澤　　茜ちゃん�
（斎）�

小川　森護くん�
（幸弘）�

しん  ご� ゆ　き�

今野　由紀ちゃん�
（淳一）�

11月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

5�

6�

〃�

7�

13�

14�

15�

21�

27�

28�

29�

〃�

30

月�

火�

〃�

水�

火�

水�

木�

水�

火�

水�

木�

〃�

金�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

10：00～12：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

９：30～11：00�

９：30～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

母子健康センター�

中 西 別 福 祉 館�

尾岱沼地域センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

３ 才 児 健 診�

母 親 教 室�

1才3ヵ月歯磨き教室�

４ ヵ 月 健 診�

１ 才 半 健 診�

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

り　な�

中村　璃菜ちゃん�
（勝彦）�

もも  こ�

山田　桃湖ちゃん�
（年成）�
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平成14年度（2002年）から学校が変わります。
－完全学校週５日制の下で「生きる力」を育む新しい学校教育を目指して－

来年４月から学校が「完全学校週５日制」になり、
また学習指導要領も新しくなりますので、今後学校
がどのように変わるのかを５回に分け、特集で町民
の皆さんにお知らせをしてきましたが、この特集は
今月号をもって終了させていただきます。

⑤総合的な学習の時間の新設

今回の改訂では、「生きる力」の育成を目指し、
各学校が創意工夫を生かして、これまでの教科の枠
を超えた学習などができる「総合的な学習の時間」
が新設されます。

◎「総合的な学習の時間」とは…
「総合的な学習の時間」は、これまでとかく画一

的といわれる学校の授業を変えて、

①　地域や学校、子どもたちの実態に応じ、学校　　
が創意工夫を生かして特色ある教育活動が行え
る時間

②　国際理解、情報、環境、福祉、健康など従来
の教科をまたがるような課題に関する学習を行
える時間

として新しく設けられるものです。
この時間では、子どもたちが各教科等の学習で得

た個々の知識を結び付け、総合的に働かせることが
できるようにすることを目指しています。

◎「総合的な学習の時間」の時間数・単位数は…
小学校では３年生以上から週当たり３時間程度、

中学校では週当たり２～４時間程度配当されます。

◎「総合的な学習の時間」のねらいは…
「総合的な学習の時間」においては、知識を教え

込む授業ではなく、

①　自ら学び、自ら考える力の育成
②　学び方や調べ方を身に付けること

をねらいとした授業が展開されます。

◎「総合的な学習の時間」の特色は…
◆総合的な学習の時間の内容は、各学校で決めます。
「総合的な学習の時間」では、国が一律に内容を

示していませんので、学校が創意工夫を発揮して行
うことになります。
従来の教科のように教科書もありません。

◆学校の時間割における総合的な学習の時間の名称
も各学校で決めます。
（例）○○タイム、△△川学習など

◆自ら課題を設けて行う学習や将来の生き方を考え
る学習が積極的に行われます。

◆自然体験やボランティア活動などの社会体験など
体験的な学習や問題解決的な学習が積極的に行われ
ます。
◆グループ学習や異年齢集団による学習、地域の
人々の参加による学習や地域の自然や施設を積極的
に生かした学習などの多様な学習が行われます。

（小学校の例）�

現行のカリキュラム� 新しいカリキュラム�

　現在の学校のカリキュラムは、各教科（国�
語、算数など）、道徳、特別活動（学級活動な�
ど）によって構成されています。�

　新しいカリキュラムでは、各教科（国語、�
算数など）の学習内容を基礎的・基本的な内�
容に厳選して、新たに「総合的な学習の時間」�
が設けられます。�

特別活動（学級活動など）�
道　　　徳�

各教科�
（国語、算数など）�

特別活動（学級活動など）�
総合的な学習の時間�

道　　　徳�

各教科�
（国語、算数など）�

総合学習の時間「浜×2・チャレンジタイム」（別海小学校）

家庭・地域ふれあい活動事業「美原三世代そば学習」
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�
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平
成
十
三
年
度
要
保
護
世
帯
に

係
る
除
雪
希
望
調
査
に
つ
い
て

町
で
は
要
保
護
世
帯
等
の
私
道
で
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
も
除
雪
が
困

難
で
、
か
つ
自
ら
行
う
こ
と
も
著
し
く

困
難
な
次
の
世
帯
の
除
雪
を
希
望
に
よ

り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
独
居
及
び
夫
婦
世
帯
（
六
十

五
歳
以
上
）
重
度
身
体
障
害
者
世
帯

（
二
級
以
上
）
母
子
世
帯
　
生
活
保
護

世
帯
（
高
齢
者
・
身
障
者
・
病
弱
）

な
お
、
世
帯
の
課
税
状
況
と
除
雪
距
離

に
応
じ
て
一
部
負
担
金
を
徴
収
致
し
ま

す
。

○
締
切
／
十
月
三
十
一
日
（
水
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福

祉
係
及
び
各
支
所
・
出
張
所
又
は
各
地

区
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

町
民
交
通
傷
害
保
険
へ
の

加
入
に
つ
い
て

悲
惨
な
交
通
事
故
が
依
然
と
し
て
多

発
し
て
お
り
、
町
民
が
い
つ
で
も
事
故

に
遭
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
や
そ
の
家

族
の
救
済
措
置
と
し
て
、
定
額
の
掛
金

で
加
入
で
き
る
町
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
申
し
込
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
全
員
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

―
交
通
安
全
は
家
族
か
ら
―

○
保
険
期
間
／
平
成
十
三
年
十
月
一
日

〜
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日

○
保
険
料
／
一
人
一
口
四
百
八
十
円

（
一
年
分
）、
一
人
二
口
ま
で
加
入
可

○
申
し
込
み
／
役
場
交
通
防
犯
係
、
支

所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ
／
交
通
防
犯
係

（
内
線
２
９
７
）

野
ね
ず
み
駆
除
に
伴
う

殺
そ
剤
の
空
中
散
布
の
実
施

造
林
地
の
野
ね
ず
み
防
除
対
策
（
平

成
十
三
年
度
森
林
保
護
事
業
）と
し
て
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
殺
そ
剤
の
空
中

散
布
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
散
布
日
程
／
一
回
目
・
十
月
二
十
四

日
（
水
）

二
回
目
・
十
一
月
十
七
日

（
土
）
〜
二
十
日
（
火
）

○
散
布
区
域
／
町
内
の
町
有
林
、
民
有

林※
天
候
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
散
布
薬
剤
／
リ
ン
化
亜
鉛
一
・
〇
％

含
有
殺
そ
剤
（
本
薬
剤
は
、
毒
物
及
び

劇
物
取
締
法
に
よ
る
指
定
か
ら
除
外
さ

れ
た
も
の
で
、
北
海
道
防
除
実
施
基
準

に
基
づ
き
実
施
い
た
し
ま
す
）

○
そ
の
他
／
十
月
二
十
四
日
〜
十
一
月

二
十
五
日
ま
で
は
町
有
林
の
入
林
を
禁

止
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
願
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
林
務
係（
内
線
３
０
５
）

町
税
に
関
す
る

諸
証
明
書
等
の
交
付
に
つ
い
て

（
税
務
課
か
ら
の
お
願
い
）

役
場
税
務
課
及
び
各
支
所
・
出
張
所

の
窓
口
に
て
交
付
し
て
お
り
ま
す
町
税

に
関
す
る
諸
証
明
書
等
は
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
利

害
関
係
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
事
か

ら
納
税
者
本
人
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、

証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。納

税
者
以
外
の
方
が
証
明
書
を
取
り

に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
同
一
世
帯
や
夫

婦
の
場
合
に
お
い
て
も
委
任
状
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
以
外

の
方
が
申
請
に
来
ら
れ
る
場
合
に
は
、

必
ず
納
税
者
本
人
の
記
名
・
押
印
の
あ

る
委
任
状
を
持
参
す
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
申
請
に
来
ら
れ
る
際
必
要
と
な
る
も

の
。

【
個
人
】

◯
納
税
者
本
人
が
取
り
に
来
ら
れ
る
場

合①
本
人
の
印
鑑

②
申
請
者
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の

（
免
許
証
・
保
険
証
等
）

◯
本
人
以
外
の
代
理
の
方
が
取
り
に
来

ら
れ
る
場
合

①
納
税
者
の
記
名
・
押
印
の
し
て
あ
る

委
任
状

②
取
り
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

③
申
請
者
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の

【
法
人
】

①
法
人
の
代
表
者
印
又
は
代
表
者
印
を

押
印
し
て
あ
る
委
任
状

②
取
り
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

③
申
請
者
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の

◯
納
税
（
完
納
）
証
明
書
・
軽
自
動
車

納
税
証
明
書
を
取
り
に
来
ら
れ
る
場

合
、
納
付
後
十
日
間
を
経
過
し
て
い
な

い
方
は
確
認
の
た
め
領
収
済
み
の
納
付

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
請
に
来
ら
れ
る
際
に
は
ど
の
よ
う

な
証
明
書
が
必
要
な
の
か
を
提
出
先
に

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）

当
町
の
高
玉
典
子
さ
ん
が
平
成
十
三

年
九
月
一
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
玉
典
子
さ
ん
／
別
海
常
盤
町
２
４

５
番
地
１
２
（
1
５
―
０
０
１
６
）
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町の花　センダイハギ�

「
別
海
町
生
涯
学
習
大
学
」

十
一
月
中
開
校

講
義
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

ど
の
日
で
も
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。

気
軽
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
に
お
越

し
下
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下

さ
い
。
十
一
月
号
に
も
掲
載
。

（
十
一
月
四
日
）
午
前
・
午
後

¡
根
釧
原
野
の
大
自
然
を
紹
介
。

¡
個
人
庭
園
か
ら
町
並
み
形
成
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
。

（
十
一
月
十
日
）
午
後

¡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
生
六
十
三
年
活
動

体
験
か
ら
「
生
き
る
」。

（
十
一
月
十
一
日
）
午
前
・
午
後

¡
健
康
づ
く
り
講
演
会
〜
現
代
病
を
考

え
る
。（
共
催
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
）

¡
南
米
ボ
リ
ビ
ア
音
楽
演
奏
、
グ
ル
ー

プ
名
「
ニ
ナ
マ
ル
カ
」

（
十
一
月
下
旬
）

¡
海
外
酪
農
研
修
報
告
（
別
海
高
校
酪

農
科
三
年
生
）

（
十
一
月
中
予
定
）

¡
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
文
字
入
力
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
ほ
か
）

問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
メ
デ
ィ
ア
推

進
室
（
1
５
―
１
１
９
１
）

男
女
平
等
参
画
推
進

地
域
セ
ミ
ナ
ー
開
催

道
で
は
、「
北
海
道
男
女
平
等
参
画

推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
男
女
が
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
対
等
な
立
場
で
参

画
し
、
共
に
社
会
を
支
え
て
い
く
体
制

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
理
解
を
深
め

る
た
め
根
室
地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時
／
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一

時
〜
三
時
三
十
分

○
場
所
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

○
内
容
／
講
演「
女
性
で
輝
く
北
海
道
」

拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学
教
授
　
相

馬
暁
氏

○
申
込
締
切
／
十
月
十
九
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁

地
域
政
策
部
環
境
生
活
課
（
1
０
１
５

３
２
―
３
―
６
１
３
１
内
線
２
９
６

７
）民

事
・
家
事
調
停
調
停

受
付
相
談
の
お
知
ら
せ

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
、「
法

の
日
」
週
間
で
す
。
そ
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
民
事
・
家
事
調

停
受
付
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
日
時
／
十
月
十
七
日
（
水
）
午
前
十

時
〜
正
午

○
場
所
／
中
央
公
民
館

○
相
談
員
／
調
停
委
員

○
相
談
事
項
／
金
銭
、
土
地
建
物
、
夫

婦
、
親
子
相
談
等

問
い
合
わ
せ
／
生
活
環
境
課

（
内
線
２
９
２
）

ニ
シ
ン
釣
り
の
禁
止
・

自
粛
の
お
願
い

風
蓮
湖
で
は
、
年
間
百
万

匹
を
湖
内
、
前
浜
に
中
間
育

成
後
放
流
し
、
ニ
シ
ン
の
増

殖
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
年
か
ら

大
幅
な
減
産
が
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
期
間
禁
漁
し
、

資
源
の
保
護
を
行
い
ま
す
の

で
、
遊
魚
者
の
皆
さ
ん
も
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ

の
他
の
場
所
に
お
い
て
も
ニ

シ
ン
釣
り
の
自
粛
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
禁
止
期
間
／
九
月
二
十
日

〜
十
二
月
三
十
一
日

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
水

産
課
（
1
０
１
５
３
２
―
３

―
６
１
３
１
内
線
２
６
２
１

・
２
６
７
０
）

風蓮湖�風蓮湖�

根室湾�

太平洋�

本別海�

根室市�

根室湾�

太平洋�

本別海�

根室市�

根
　
室
　
湾
�

風蓮湖�

本別海�

風
蓮
川�

走古丹�

走古丹�

槍昔�

禁止区域ラインには標識を�
設置しています� 風蓮湖�

ニシンの採捕禁止区域�
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町の花　センダイハギ�

「
高
齢
者
の
居
住
の

安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」が

制
定
さ
れ
ま
し
た

法
律
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
居
住
空
間
や
賃
貸
住
宅
市
場

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
が
盛
り
込
ま

れ
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く

り
が
進
ま
れ
ま
す
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢
者
向

け
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進

○
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
制
度

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
良
質
な
賃

貸
住
宅
の
供
給
に
対
し
、
補
助
や
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例

既
存
住
宅
を
購
入
し
、
改
良
を
加
え

て
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
と
す
る

場
合
、
購
入
費
に
対
し
て
住
宅
金
融
公

庫
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
高
齢
者
の
持
ち
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進

○
一
括
償
還
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ

ォ
ー
ム
融
資
制
度

高
齢
者
自
身
が
自
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
生
存
時

は
利
子
部
分
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時

に
住
宅
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
一
括
償

還
す
る
こ
と
の
で
き
る
住
宅
金
融
公
庫

の
特
別
な
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
債
務

保
証
を
行
い
ま
す
）

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で
き
る
賃

貸
住
宅
市
場
を
整
備

○
高
齢
者
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住

宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度

高
齢
者
の
入
居
を
受
け
入
れ
る
賃
貸

住
宅
の
登
録
を
知
事
（
ま
た
は
そ
の
指

定
機
関
）
が
行
い
、
登
録
住
宅
の
情
報

を
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。

（
登
録
住
宅
に
は
、
高
齢
者
居
住
支
援

セ
ン
タ
ー
の
家
賃
債
務
保
証
が
受
け
ら

れ
ま
す
）

○
終
身
建
物
賃
貸
借
制
度

高
齢
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

賃
貸
住
宅
に
終
身
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
、
亡
く
な
っ
た
と
き

に
終
了
す
る
こ
と
の
で
き
る
契
約
制
度

で
、
借
地
借
家
法
の
特
例
と
し
て
、
知

事
の
認
可
を
受
け
た
賃
貸
住
宅
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
配
偶
者
な
ど
一
定
の
同
居
者

は
、
借
家
人
死
亡
後
も
継
続
し
て
居
住

で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
建
設
部
住
宅
課

（
1
０
１
１
―
２
３
１
―
４
１
１
１
内

線
２
９
―
５
１
５
）

ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

根
室
支
庁
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
産
業
・
文
化
の
振
興
や
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
に
対

し
事
業
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
地

域
政
策
補
助
金
（
ソ
フ
ト
系
事
業
）」

に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
第
二
次
分

の
要
望
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

○
事
業
内
容
（
例
）

¡
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地
域
文

化
、
人
材
の
育
成

¡
広
報
宣
伝
、
地
域
情
報
の
発
信
や
地

域
間
交
流
・
連
携
の
促
進

¡
地
域
振
興
の
た
め
の
調
査
研
究
な
ど

○
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
二
分
の
一
以
内

○
補
助
金
額

¡
「
地
域
政
策
補
助
金
（
ソ
フ
ト
系
事

業
）」
十
万
円
以
上
三
百
万
円
以
内

○
申
し
込
み
締
め
切
り

十
月
二
十
二
日
（
月
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

¡
役
場
企
画
振
興
係

（
内
線
２
６
２
・
２
６
３
）

¡
根
室
支
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
５
７
２
（
内

線
２
１
８
４
）

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

子
ど
も
の
成
長
に
は
愛
情
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
今
の
報
道
に
も

見
ら
れ
る
と
お
り
、
子
ど
も
た
ち
を
め

ぐ
る
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
愛
情
の
あ
ふ
れ
た
家
庭
で

育
つ
こ
と
は
当
然
の
権
利
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
子

ど
も
た
ち
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

里
親
と
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
家
族
と
し
て
短
期
間
、
長
期
間
、
あ

る
い
は
養
子
と
し
て
育
て
て
い
く
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
い
た
制
度
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は
特
別
の
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
養
育
に
適
し
た
環
境

と
、
理
解
と
愛
情
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
な
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
現
状
と
し
て

そ
の
里
親
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
里
親

に
な
り
た
い
と
い
う
方
、
ま
た
は
話
を

聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
も
ど
う
ぞ
北

海
道
釧
路
児
童
相
談
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
釧
路
児
童
相

談
所
　
1
０
１
５
４
―
２
３
―
７
１
４

７
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

請
求
期
限
は
平
成
十
四
年
四
月
一
日

で
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法

律
の
規
定
に
よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

○
対
象
者
／
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親

等
内
親
族
で
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の

受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
給
付
内
容
／
額
面
二
十
四
万
円
、
六

年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
窓
口
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
５
）
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「
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
１
」
開
催

根
室
支
庁
で
は
、
根
室
管
内
の
住
民

の
方
々
に
、
福
祉
を
身
近
な
も
の
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
福
祉
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１
」
を
開
催
し
ま

す
。当

日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

講
演
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
や
一
日
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
／
十
月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時

〜
四
時

場
所
／
中
標
津
高
等
養
護
学
校

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務
部
社
会

福
祉
課
（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４

５
９
）

心
身
障
害
者
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
で
は

次
の
日
程
で
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
／
十
一
月
十
三
日
（
火
）

○
場
所
／
中
標
津
総
合
文
化
会
館

○
内
容
／
身
体
障
害
者
に
関
す
る
相

談
＝
施
設
入
所
、
補
装
具
交
付
等
の
判

定
及
び
更
生
援
護
に
関
す
る
相
談
。

知
的
障
害
者
に
関
す
る
相
談
＝
施
設
入

所
、
療
育
手
帳
交
付
等
の
判
定
及
び
更

生
援
護
に
関
す
る
相
談

○
対
象
／
十
八
歳
以
上
の
心
身
に
障
害

の
あ
る
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉

係
（
内
線
２
８
４
）

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で

は
、
海
外
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
内
容

①
青
年
海
外
協
力
隊
／
二
十
歳
〜
三
十

九
歳

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
四
十

歳
〜
六
十
九
歳

③
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／

四
十
歳
〜
六
十
九
歳

○
募
集
期
間
／
十
月
十
五
日
（
月
）
〜

十
一
月
二
十
日
（
火
）

選
考
日
程
、
派
遣
先
等
に
つ
い
て
は

職
種
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
根
室
市
、
中
標
津
町
で
募
集

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
説
明
会
日
程

・
根
室
市
北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ニ
ホ
ロ
）
／
十
月
二
十
九
日
（
月
）

午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分

・
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
（
し
る
べ

っ
と
）
／
十
月
三
十
日
（
火
）
午
後
六

時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分

問
い
合
わ
せ
／
国
際
協
力
事
業
団
北
海

道
国
際
セ
ン
タ
ー
（
1
０
１
５
５
―
３

５
―
１
２
１
０
）

十
月
は
道
税
の

納
税
推
進
月
間
で
す

道
で
は
、
十
月
を
「
納
税
推
進
月
間
」

と
し
て
、
自
動
車
税
に
重
点
を
お
き
、

滞
納
整
理
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
自
動

車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
の
自
動

車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
道
税
で

す
。
道
税
は
、
住
み
良
い
地
域
社
会
を

作
る
た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
税
の
納
税

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務
部
税
務

課
納
税
係
　
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５

４
６
６
（
直
通
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
下
さ
い

十
月
一
日
よ
り
全
国
一
斉
に
共
同
募

金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

別
海
町
共
同
募
金
会
で
は
各
町
内
会

を
通
じ
、
戸
別
募
金
の
実
施
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◯
目
標
金
額
／
五
、
六
三
六
、
〇
〇
〇

円◯
納
入
先
／
別
海
町
共
同
募
金
会
（
社

会
福
祉
協
議
会
内
）、
役
場
支
所
・
出

張
所

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
1
５
―
２
１
４
８
）

町の花　センダイハギ�

ほくでん創立50周年記念行事�

 『クラシックミニコンサート』�
開催のお知らせ�

ほくでん創立50周年記念行事�

 『クラシックミニコンサート』�
開催のお知らせ�

　北海道電力は昭和26年５月１日創立以来、今年で50周年を
迎えました。そこで、これまでのご理解ご協力への感謝の気持
ちを込め別海町役場新庁舎オープンに併せ「札幌弦楽アンサ
ンブル」によるクラシックミニコンサートを開催いたします。
ご来場をお待ちしております。�

　○日　時／10月26日F  正午～午後１時�
　○場　所／別海町役場新庁舎　１階ロビー　�
　○入場料／無　料�
　◯主　催／北海道電力株式会社  中標津営業所�
　○協　力／別海町�
問い合わせ／ほくでん中標津営業所　1２―２０１０�
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町の花　センダイハギ�

別
海
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
モ
ー
タ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
塔
乗

会
の
開
催
〜

別
海
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
で
は
、
町
内

の
広
大
な
自
然
や
景
観
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
町
民
を
対
象
に
し
た
モ
ー
タ

ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
体
験
塔
乗
会
を
行
い

ま
す
。

○
日
時
／
十
月
十
四
日
（
日
）
午
前
九

時
〜
午
後
二
時
　
（
視
界
不
良
・
雨
天

の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

○
場
所
／
別
海
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
（
本

別
５
６
番
地
５
）

○
対
象
／
町
民（
小
学
校
中
学
年
以
上
）

○
内
容
／
別
海
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
を
中

心
に
九
㎞
以
内
（
約
十
五
分
間
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
別
海
フ
ラ
イ
ト

パ
ー
ク
に
電
話
予
約
1
７
―
３
３
７
７
　

※
塔
乗
後
「
空
か
ら
み
た
別
海
町
」
と

題
し
感
想
文
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
後
日
別
海
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

http://www.d3.dion.ne.jp/～cosmos98/

　ＮＨＫ釧路放送局では、別海町、別海町教育委員会との共催で、「別海町町制
施行30周年記念」事業として、「民謡をたずねて」（公開録音）を開催します。�
�○期　　　日／平成13年11月２日f�
　　　　　　　開場／午後６時15分、開演／午後６時45分、�
　　　　　　　終演／午後８時15分（予定）�
○会　　　場／別海町中央公民館（別海西本町52、101537-5-2146）�
○出　　　演／【ゲスト】松木富美雄、八戸美奈子、川上篁吟　他�
　　　　　　　【司　会】遠藤　亮アナウンサー（ＮＨＫ釧路放送局）�
○主　　　催／別海町、別海町教育委員会、ＮＨＫ釧路放送局�
○放 送 予 定／平成13年12月16日a・23日a・30日a�
　　　　　　　午後９時35分～55分（ラジオ第１放送）【予定】�
○入 場 方 法／入場は無料ですが、整理券が必要です。次の方法でお申し込
　　　　　　　みください。�
　　　　　　　¡別海町中央公民館・西公民館・東公民館の各窓口（月～金
　　　　　　　　午前９時から午後５時）�
　　　　　　　¡電話でＮＨＫ釧路放送局（月～金午前10時から午後６時）
　　　　　　　　まで申し込む。後日整理券を郵送します。�
○整理券配布／平成13年10月５日f～�
　　　　　　　整理券は１人３枚までで、定員になり次第締め切ります。�
�問い合わせ�
　¡ＮＨＫ釧路放送局「民謡をたずねて」係（受付時間午前10時～午後６時）�
　　釧路市幣舞町３の８　10154-41-9192�
　¡役場総務部総務課（受付時間午前９時～午後５時）�

別海町町制施行30周年記念「民謡をたずねて」公開録音�

八戸美奈子�

松木富美雄�

川上　篁吟�
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おめでた・おくやみ�
（８月１日から８月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u河　　　智ちゃん（男）　淳　（別　　　海）�
　ua田　愛梨ちゃん（女）貴　男（西春別駅前）�
　u生島　澪音ちゃん（女）和　伯（西春別駅前）�
　u金澤　陽太ちゃん（男）智　司（西　春　別）�
　u亀井　佑海ちゃん（女）康　一（別　　　海）�
　u渡邉　夏央ちゃん（女）貢　司（西春別駅前）�
　u齊藤　　仁ちゃん（男）　智　（別　　　海）�
　u安達　理奈ちゃん（女）宏　樹（尾　岱　沼）�
　u中野　花梨ちゃん（女）寿　郁（別　　　海）�
　u津田　弘平ちゃん（男）弘　樹（尾　岱　沼）�
　u森野　太陽ちゃん（男）俊　昭（別　　　海）�
　u沓澤　美咲ちゃん（女）勝　弥（別　　　海）�
　u猿谷　優菜ちゃん（女）忠　義（中　春　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u山田　哲哉・大内美由紀さん　（別　　　海）�
　u　田　建一・長坂　舞子さん　（上　春　別）�
　u若林　弘之・中村　綾子さん　（別　　　海）�
　u小出　正寿・b根美智子さん　（別　　　海）�
　u佐々木幸一・小湊　政江さん　（別　　　海）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s中屋　猛雄さん　（９５歳）　（西　春　別）�
　s飯野　すへさん　（９０歳）　（上　春　別）�
　s村井　勝　さん　（７７歳）　（西　春　別）�
　s安　　仲　さん　（１０１歳）　（西春別駅前）�
　s小野　　衛さん　（７５歳）　（別　　　海）�
　s津田　直子さん　（２５歳）　（尾　岱　沼）�
　s佐藤　清一さん　（６４歳）　（上　春　別）�
　s清實　サメさん　（８４歳）　（別　　　海）�
　s橋本竹次郎さん　（７７歳）　（別　　　海）�
　s佐藤　重市さん　（７３歳）　（別　　　海）�
　s井上　松子さん　（９４歳）　（上　春　別）�
　s菅　と　ゑさん　（６６歳）　（別　　　海）�
　s横田　恵美さん　（１５歳）　（別　　　海）�
　s服部　フヨさん　（８５歳）　（別　　　海）�
　s小崎　友　さん　（８６歳）　（尾　岱　沼）�
　s田中　美雪さん　（６４歳）　（西春別駅前）�
　s及川　　達さん　（６７歳）　（西春別駅前）�
　s宮本　榮作さん　（８３歳）　（西春別駅前）�
　s早坂馨智夫さん　（７７歳）　（上　風　連）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の花　センダイハギ�

臨
時
郵
便
局
開
設
の
お
知
ら
せ

第
四
十
一
回
西
別
川
あ
き
あ
じ
ま
つ

り
が
十
月
八
日
（
祝
）
本
別
海
、
別
海

漁
業
協
同
組
合
特
設
会
場
で
催
さ
れ
ま

す
。
郵
便
局
で
は
本
年
も
臨
時
郵
便
局

を
開
設
し
、
鮭
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
引
受
発

送
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
／
十
月
八
日
（
祝
）
十
時
〜

年
金
の
受
け
取
り
は
郵
便
局
で

年
金
自
動
受
け
取
り
は
各
種
年
金
を

通
常
貯
金
で
、
自
動
的
に
受
け
取
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

受
け
取
っ
た
日
か
ら
日
割
り
で
通
常

貯
金
の
利
子
が
つ
き
ま
す
。
新
し
く
年

金
を
受
け
取
る
方
は
年
金
の
受
給
資
格

を
得
ら
れ
ま
し
た
ら
、
社
会
保
険
事
務

所
（
厚
生
年
金
）、
役
場
（
国
民
年
金
）

等
へ
裁
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。そ

の
際
「
支
払
機
関
」
の
欄
に
お
近

く
の
郵
便
局
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

す
で
に
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、

通
帳
、
印
章
、
年
金
書
を
お
持
ち
の
上
、

郵
便
局
窓
口
へ
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

全
国
道
路
標
識
週
間

十
月
一
日
〜
七
日
は
、
全
国
道
路
標

識
週
間
で
す
。

道
路
標
識
の
果
た
す
役
割
を
道
路
利

用
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道

路
標
識
に
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
週
間
で
す
。
身
近
な
道
路
標
識

の
設
置
状
況
や
、
表
示
内
容
な
ど
に
つ

い
て
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
開
発
建
設
部
道
路

第
二
課
交
通
管
理
係
（
1
０
１
５
４
―

２
４
―
７
０
０
０
）、釧
路
土
木
現
業
所

道
路
建
設
課
道
路
維
持
係
（
1
０
１
５

４
―
２
３
―
６
１
１
１
）

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正

道
内
で
事
業
を
営
む
使

用
者
及
び
そ
の
事
業
場
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最

低
賃
金
額
が
次
の
と
お
り

改
正
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
労
働

基
準
監
督
署
（
1
０
１
５

４
―
４
２
―
９
７
１
１
）

十
月
は
高
年
齢
者

雇
用
促
進
月
間
で
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
毎
年
十
月
を

「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

健
康
で
意
欲
と
能
力
が
あ
る
限
り
年
齢

に
か
か
わ
り
な
く
働
き
続
け
る
事
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
高
齢
者
の

た
め
の
総
合
的
な
雇
用
・
就
業
対
策
を

推
進
し
、
高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
い

努
め
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
　
根
室

公
共
職
業
安
定
所
（
1
０
１
５
３
２
―

３
―
２
１
６
１
）、
中
標
津
分
室（
1
０

１
５
３
７
―
２
―
２
５
４
４
）

最低賃金額�
日　額�

時間額�

5,095円�
637円�

かもめーる賞�

�

ふるさと�
小包賞�

�

�

切手シート賞�

下5けた�

下4けた�

下4けた�

下4けた�

下4けた�

下2けた�

下2けた�

下2けた�

04091�
6137�
7491�
8271�
8444�
29�
67�
88

引換期間�平成14年3月4日�

か
も
め
〜
る
当
選
番
号�
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◆
町
の
一
大
行
事
産
業
祭
は
、
準
備
作

業
中
に
台
風
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
大
変

で
し
た
が
、
開
催
中
は
雨
に
は
あ
た
ら

ず
に
無
事
に
終
わ
り
関
係
者
の
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
野
山
の
樹
木

も
少
し
ず
つ
色
付
き
は
じ
め
、
夕
暮
れ

も
日
増
し
に
早
ま
り
紅
葉
の
季
節
到
来
。

▽
十
月
に
は
、
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
や
パ

イ
ロ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
・
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
・
遊
ぼ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
ｉ
ｎ
別
海

な
ど
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
食
欲
の
秋
・
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
▽

新
庁
舎
が
完
成
し
、
十
月
十
五
日
（
月
）

よ
り
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
い
た
し

ま
す
。
一
部
機
構
改
革
も
あ
り
、
皆
さ

ま
方
に
は
不
安
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す

が
お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
）

◆
や
は
り
不
摂
生
を
し
て
い
る
と
身
体

に
異
常
が
出
て
く
る
の
か
？
歳
を
と
る

ご
と
に
徐
々
に
お
か
し
く
な
っ
て
く
る
。

毎
年
九
月
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
で

健
幸●

カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
か
れ
て
い
る
。

健
幸●

の
幸●

は
幸
せ
を
願
っ
て
か
、
あ
え

て
健
康
で
は
な
い
。
健
康
な
こ
と
は
一

番
幸
せ
な
の
だ
。
人
と
い
う
の
は
、
一

つ
欲
が
満
た
さ
れ
れ
ば
次
か
ら
次
へ
と

ど
ん
ど
ん
欲
張
り
に
な
っ
て
く
る
。
欲

張
り
は
決
し
て
悪
く
は
な
い
が
、
あ
る

時
、
土
つ
ぼ
に
は
ま
る
。
▽
と
こ
ろ
で

先
日
、
軟
式
野
球
の
全
国
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
が
、
全
国
と
も
な
る
と
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
球
は
速
い
ね
。
そ
れ
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
も
良
い
し
。
昔
、
役
場
に
も

の
す
ご
く
球
が
速
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
存

在
し
て
い
た
と
…
。
で
も
現
在
は
肩
が

上
が
ら
な
い
ら
し
い
。
そ
の
人
物
は
不

摂
生
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
若
い

頃
が
ん
ば
り
す
ぎ
た
の
か
。
毎
日
、
養

生
に
努
め
な
け
れ
ば
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

親がまず手本を示そう�
正しい横断�
別海町の交通事故発生状況�
発生35件、死者５名、傷者41名�

前年同期比   （－１）　　　  （＋１）　    　（－11）　　 　�

（平成13年１月１日～９月24日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ．一度、年金を受ける手続きをしてしまえば、ず
っともらえるものなのですか。
Ａ．引き続き年金を受けるための現況届の提出が必
要です。年金を受けるには、裁定請求の手続きをし
て受給資格があることを確認してもらうわけですが、
それを済ませ、晴れて年金を受給するようになった
後でも、現況届といって定期的に届出をしなければ
なりません。現況届は受給者が引き続き年金を受け
る権利があるかどうかを確認するための届出です。
これを提出しないと、年金の支払いが一時ストップ
されてしまいますので、必ず提出して下さい。現況
届は毎年１回、受給者の誕生日に提出することにな
っています。届出用紙（ハガキ）はその月の初めに
社会保険庁から送付されますので、必要事項を記入
のうえ、月末までに必ず提出して下さい。
その他、引っ越しされたときや氏名が変わったと

きなど、その都度届出が必要となりますので、お忘
れないようお願いします。

年金相談所が開設されます
釧路社会保険事務所による年金相談所が開設され

ます。年金について、お気軽にご相談下さい。
○日時／11月28日d 13時30分～16時まで
○場所／役場１階大会議室（102号室）

社会保険事務相談所開設日
○日時／11月20日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の花　センダイハギ�
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

郊
楽
苑
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

十
一
月
十
二
日（
月
）、
十
三
日（
火
）

の
二
日
間
は
、
館
内
給
排
水
施
設
、
温

泉
施
設
な
ど
の
定
期
点
検
の
た
め
、
臨

時
休
業
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

な
お
、
十
四
日
（
水
）
よ
り
平
常
通

り
営
業
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
別
海
町
交
流
セ
ン
タ
ー

郊
楽
苑
（
1
５
―
０
７
１
１
）



べつかい歳時記�
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こ
の
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森
林
保
護
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た
め
再
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紙
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使
っ
て
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す
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（　）は前月比�


